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Abstract
The building of classrooms̶the fundamental unit of Japanese school education̶plays a major
role in cultivating the abilities of children living in todayʼs increasingly complex and diverse society.
Accordingly, the aim of this study is to consider factors including the history, characteristics,
theory, and actual situation of classroom building, as well as the actions of teachers who are in charge of
classroom building, to clarify the ideal form of future classroom building and related issues.
In addition, it will be necessary to encourage the individuality and autonomy of each individual
child and enhance his or her independence so that children can thrive in the increasingly complex and
diverse society. To that end, this paper will also discuss case studies to consider how classroom building
should be.
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はじめに
ホームルームは、アメリカにおいて教科担任制や
科目選択制を背景に創設されたものとされており、
「教科学習の集団をクラスと呼ぶのに対し、教師と
生徒、生徒同士の人間関係を深め、学校生活に関わ
る集団活動を行う場をホームルームと称した｣1)と
している。つまり、ホームルームは、教科学習する
ための集団ではなく、教師と生徒、生徒同士の人間
関係を深めるための集団なのである。ところが、日
本の中等教育では、その意義が定着せず教科学習の
集団と人間関係を深めるための集団とを併せ持った
小学校に見られる学級と同様のものと解されてい
る2)。
このように初等教育と中等教育の学級づくり（学
級経営）は多くの共通点を有している。
ところで、1990年代後半からの一時期、学級をめ
ぐる問題として「学級崩壊」が大きく取り上げられ
た。「教師の話を聞かず教室内で暴れまわったり、
授業中にもかかわらず集団で教室から抜け出した
り」等々、学級崩壊は、教育の危機とも受け止めら
れた。
学級崩壊と教員の在り方について以下のような調
査結果がある。（日本教職員組合調査 1997年）
学級経営を困難にする子どもたちの「荒れ」に
ついて
（全国万人対象「教員のなやみ調査」から）
＊「担任をやめたいと思ったことがある」･･･小
学校教員の34.8％
（その理由として）
子どもとの関係、学級経営に悩む･･･56.6％
・すぐキレる子が40人中人、うち人が暴
力行為を繰り返す。
・自己中心的行動、耐性の欠如、感情を律す
ることができない（23.9％）
・無気力、無責任（19.5％）
・子ども同士の人間関係の希薄さ（11.3％）
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1）大石勝男「ホームルーム活動」（新版現代学校教育大事典）巻 ぎょうせい 2002年
2）坂野慎二・福本みちよ編著「学校教育制度概論」玉川大学出版 2013年
＊「心の中が見えにくい」「理解するのが難し
い」「自分の気持ちが伝わりにくい」
（58.9％）
最近はどうであろうか。以前ほどに大きく問題と
されなくはなっているが、学級崩壊は、依然として
それなりの割合で起こっている。
しかしながら、児童・生徒が、様々な活動を通し
て社会性や集団的規範、人間関係の築き方などを学
び、自立性を高めていくことが期待される「学級」
が崩壊しては、教育的な価値として何ら意味を持た
なくなる。
学級崩壊が起こる要因は複雑で様々な要因が絡み
合っていることは確かではあるが、「学級」は、集
団の秩序を保ちその中で学びを促そうとする教師の
工夫と努力があってこそ成り立つのも事実である。
そこで本論文では、「学級」の歴史、学級の特質、
学級づくりの理論と内容、学級づくり（学級経営）
の実際、学級づくりを担う教師の働きに焦点を当て
ながら、21世紀社会を生きる子どもの自立能力を高
める学級づくりの在り方について論述することとす
る。
 日本における「学級」の歴史
法令上「学級」という言葉が登場したのは「小学
校ノ学科及其程度」（1886年）であり、現在の学級
につながる定義が示されたのは、1891（明治24）年
の「学級編制等ニ関スル規則」においてである。そ
こでは学級は「一人ノ本科正教員ノ一教室ニ於テ同
時ニ教授スヘキ一団ノ児童ヲ指シタルモノニシテ、
従前ノ一年級二年級等の如キ等級ヲ云フニアラス」
と説明され、ここでは学級が学年の児童によっ
て編成されるとしており、学級制と同時に学年制が
成立するきっかけとなっている3)。
この時期に「学級」が登場する背景には、教員不
足と学校教育に関する財政的な問題があったよう
で、そのような中で効率的に子どもに教育を提供す
るための仕組みとして「学級」は大いに役立つもの
であったようである。このように誕生した「学級」
であったが、学級は単に学力をつけるだけでなく、
子どもの人格形成に資する役割も担わされていた。
つまり、「学級」は、訓育面において集団生活や集
団行動の果たすシステムとしての役割が課せられた
といえる。
学級活動において、社会性や集団的規範、人間関
係の築き方などを学ぶという今日のその源流は「学
級」誕生当初すでにあったといえる。
 日本における「学級」の特質
学級には、学習集団としての側面と生活集団とし
ての側面があるが、日本の学級は、生活集団として
の側面をより重視している。浜田・堀内の学級編成
の仕方調査4)によると、学級編成を行う際に配慮さ
れているのは、「問題行動のある子どもの配置や担
当教員との関係（小学校54.7％、中学校80.7％）と
「いじめ等に配慮した、子ども同士の関係」（小学校
52.2％、中学校78.8％）であり、「教科毎の習熟度」
（小学校27.8％、中学校27.2％）をはるかに上回っ
ている。このことから、学級は、学習集団より生活
集団の側面を重視しているのである。実際、学級で
は、学級活動・ホームルーム活動などを通じて児
童・生徒に、自己の役割を認識させたり、仲間意識
を育ませたりというように、集団や社会の一員とし
てのよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的
実践的な態度を育んでいる。
 学級づくり（学級経営）の理論と内容
（）学級づくりの理論
日本で初めて学級経営という用語を使用したの
は、澤正『学級経営』（1912年）とされている。澤
の学級経営論では、「学級経営を行う場合は、学校
経営の方針を志向しなければならないと説いてい
る5)。以降、様々な学級づくり論（学級経営論）が
展開されていくが、現在では、学級づくり（学級経
営）は、「学級担任が主体となり、児童生徒の参加
協力を得て、教育活動を合理的、能率的に進めてい
くための機能的な企画運営をいい、さらには、学級
の教育的諸条件・環境を学校経営の方針に則して整
え、児童生徒の学習活動と生活活動が十分な成果を
上げるよう運営することがねらい｣6)であるとい
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3）坂野慎二・福本みちよ編著「学校教育制度概論」玉川大学出版 2013年
4）浜田博文「教授―学習組織」、堀内孜編著「学校組織・教職員勤務の実態と改革課題」多賀出版、2001年 170頁
5）宮本丈夫「学級経営の系譜」宮本丈夫編著「学級経営の理論と実践―学級経営集大成―」明治図書 1969年 31頁
6）高橋哲夫・原田盛次・井上裕吉・今泉紀嘉・井田延夫・倉持博編「特別活動研究」第三版 教育出版 2010年
43頁
える。
（）学級づくりの内容
学級づくりの内容として、佐藤は次の項目をあ
げている7)。
①学級目標の設定
②児童生徒の理解と人間関係の改善
③学習態度の指導や給食指導などの学級指導と朝
の会・帰りの会などの学級活動の実施
④教室環境の整備
⑤学級事務の処理
⑥保護者・PTAへの連絡と連携
⑦学級経営の評価
このようにさまざまな内容を含んでいるのが、佐
藤の項目は基本的な学級づくりの内容といえる。
ただ、混沌とした21世紀社会をたくましく生きる
児童生徒を育成していくには、学び続ける心を育て
る学級づくり、自立し自己指導能力を育てる学級づ
くりを基本に据えてこれら項目の内容を進めてい
く必要があると思う。
そこで、学級づくり（学級経営）の実際、学級づ
くりを担う教師の働きに焦点を当てながら子どもの
自立能力を高める学級づくりの在り方について以下
論述することとする。
 学級づくり（学級経営）の実際と教師
の働き
（）定時制高等学校での不登校問題への対応
ア 不登校解決の目標は社会的自立
文部科学省の調査8)によると平成24年度の不登校
児童生徒は、小学校で21,243人（前年度より1,379
人減少、在籍者数に占める割合0.02％）、中学校で
91,446人（前年度より3,390人減少、同2.56％）、高
等学校では57,664人（1,303人増加、同1.72％）で
ある。しかし、小学校ではここ十年ほど不登校児童
数・割合とも横ばいであり、中学校では平成19年度
以降不登校生徒数・割合とも減少しているのに対し
て、高等学校では平成21年度以降不登校生徒数・割
合とも増加している。また、不登校生徒数・割合を
課程別（全日制と定時制）にみてみると、全日制が
38,831人で在籍者数に占める割合が1.2％、定時制
が18,833人で同じく16.8％であり、定時制では不登
校対応が喫緊の教育課題となっていることがわか
る。
「不登校解決の目標は社会的自立である9)という。
文部科学省初等中等教育局長通知「不登校への対応
の在り方について」（以下「在り方通知」という）が、
不登校に関する基本的な考え方を、（）将来の社
会的自立に向けた支援の視点、（）連携ネットワー
クによる支援、（）将来の社会的自立のための学
校教育の意義・役割、（	）働きかけることや関わ
りを持つことの重要性、（
）保護者の役割と家庭
への支援、の
点挙げ、（）の「将来の社会的自
立に向けた支援の視点」で、「不登校の解決の目標
は、児童生徒の将来的な社会的自立に向けて支援す
ることであること。したがって、不登校を「心の問
題」としてのみとらえるのではなく、「進路の問題」
としてとらえ、本人の進路形成に資するような指
導・相談や学習支援・情報提供等の対応をする必要
がある」として、「不登校解決の目標は社会的自立
である」と明確に述べているからである。
ここでは「不登校解決の目標は社会的自立であ
る」との認識のもと、高等学校での生徒の自立能力
を高める学級の在り方について、特に不登校生徒対
応に絞って、本校（兵庫県立洲本高等学校定時制課
程）での取り組みについて報告する。中味は、県立
洲本高等学校定時制が平成22年度から兵庫県教育委
員会の「高校生 心のサポートシステム 不登校支
援実践・研究」の研究指定校として、不登校生徒へ
の支援に取り組んできた実践・研究である。
イ 不登校生徒対応に関する「学級」の役割
現在、学校教育は様々な課題を抱えている。その
学校教育のなかで児童生徒の学校生活の基盤をな
し、中枢的機能を果たしているのが「学級」（小学
校での学級、中学・高等学校でのホームルーム）で
ある。児童生徒の学校生活は、「学級」の場を中心
として営まれ、児童生徒の成長発達は進められてい
く10)。
「学級」という制度は、19世紀後半、イギリスで
産業化が進む都市を基盤にして成立した。その後、
近代日本に輸入され、明治末期、20世紀に入るころ
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7）佐藤晴雄『教職概論（第次改訂版）』学陽書房 2003年 88-89頁
8）文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」
9）文部科学省初等中等教育局長通知「不登校への対応の在り方について」（H.15.5.16）
10）文部科学省『生徒指導提要』148頁
に大部分の学校に今日のような「学級」が普及した。
同時に日本で普及した「学級」は日本的に変容され、
日本固有の学級制へと変貌していった。日本の「学
級」は、「仲間作り」、「集団づくり」という集団の
一体性を強調する言葉に満ちていて、「なかよし」、
「はげまし」、「思い出作り」等のあたたかいイメー
ジを次々生み出し、児童生徒の集団への帰属意識を
高めようと試みてきた。結果、日本の「学級」は、
単に教授活動が展開されるだけの場ではなく、班活
動、委員会活動などあらゆる活動を組み込んで、生
活共同体的性格を強く示しており、欧米の「学級」
と比べると生活共同体的性格をより濃厚にもってい
る11)。
こういう生活共同体的性格を濃厚に持つ「学級」
が中枢的機能を果たす現在の日本の学校制度が、児
童生徒たちにある種の「息苦しさ」をもたらしてい
ると指摘する研究者もいる12)。内藤は「いじめの問
題に取り組むということは、つまるところ、そう
いった日々感じている漠然とした不安や、捉えどこ
ろのない生きづらさに向かい合い、対抗することで
もある｣13)といっている。
不登校生徒への対応は、こうした日本の「学級」
の特徴を理解した上で、学級・ホームルーム集団の
人間関係づくりを進めていかなければならない。そ
のためには、学級担任・ホームルーム担任が、これ
まで「学級」が果たしてきた役割を客観的に理解し
たうえで、学級・ホームルームにおける児童生徒の
人間関係を調整改善し、よりよい集団づくりを細心
の注意を払って進めていくことが求められる。
ウ 本校の現状と実践研究の基本方針
①本校の現状
兵庫県立洲本高等学校定時制は、昭和23（1948）
年に開設され、本年度（平成26年度）創立67年目を
迎えた淡路島唯一の定時制である。「働く青少年に
高等学校教育を保障するとともに、多くの有為な人
材を育成する」という目的で設置されたが、昨今の
急激な社会環境の変化の中で、過年度卒業者や不登
校経験生徒など多様な生徒を受け入れている。特に
不登校経験生徒については、（表）のように、入
学生徒及び在籍生徒に対する割合は高く、全国の高
等学校全体の1.72％、同じく定時制課程全体の
16.8％よりも群を抜いて高い。
②実践研究の基本方針
筆者は学校経営の基本理念として、「洲本高等学
校の定時制は、学ぶことの大切さ、すばらしさを
知っている人たちの気持ちがつくりあげた学校であ
る。その原点は大切にしていかなければならない。
私たちは、まず学校に来ること、次に授業を受けて
学ぶこと、そして学んだ成果を活かして、自らの就
職へと道筋をつけていくことを基本に教育活動を推
進していかければならない。このことは洲本高等学
校定時制の教職員全員の課題でもある」と言い続け
てきた。
生徒が学校に来ることが全うできるためには、教
育活動のすべての場面で、一人一人を大切にした丁
寧な指導を心がけ、生徒たちが学校に行くことが楽
しくてしかたがない学校づくり、授業づくり、教師
と生徒との人間関係づくりを進めていくことであ
る。そのために本校の定時制では、入学当初から少
人数であることを活かすとともに、平成22年度から
は年生を運用上クラスとして、より一層一人一
人の「個」を大切にする指導を行っている。その上
で本校では、全教科・科目で基礎･基本の定着をは
かるとともに、小・中学校ですでに学んだ内容や事
項をもう一度しっかり身につけるようにする「学び
直し」に力をいれている。また、具体的な目標を
もって学びに向かわせるために、年間で卒業する
「三修制」、さらには学んだ成果を進路実現（就労）
つなげるために就業体験（インターシップ）にも力
を入れている。これらを具体化したのが、「高校生
心のサポートシステム 不登校支援実践・研究」の
研究指定校としての次のつの基本方針である。
）家庭や中学校・関係機関との連携推進（ねら
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11）柳治男『〈学級〉の歴史学 自明視された空間を疑う』講談社 2005年 19-30頁
12）内藤朝雄『いじめの社会理論』柏書房 2001年 40頁
13）同『〈いじめ学〉の時代』柏書房 2007年 44頁
33 25 31
平成22年度
入学生徒
不登校生徒
不登校生徒
割 合
平成23年度 平成24年度 平成25年度
割 合
在籍生徒
（表）入学生徒及び在籍生徒に対する不登校等経験生徒
の割合（月日現在）
29 25 28
110 107 107 97
34.3％ 24.2％ 20.0％ 29.0％
12 8 5 9
35
34.5％ 27.1％ 23.3％ 28.8％
38
い）不登校生徒を関係機関、関係者全員で支
援していく。
）「学び直し」の場の提供（ねらい）自信を持
たせ、自尊感情、自己有用感を育む。
）地域との交流、ボランティア、インターン
シップ等の体験活動の推進（ねらい）自立、
自主性、社会性や勤労意欲を醸成する。
エ 具体的な取り組みとその成果
①自尊感情や自己有用感を高める指導の在り方研修の
実施
定時制生徒は全体的に自尊感情や自己有用感に乏
しい。不登校経験生徒はなおさらである。しかも、
生徒や保護者だけではなく、教師も必要な時に相談
できる学校心理士等の専門家によるカウンセリング
の機会も十分ではない。定時制も含め学校における
児童生徒のための「心理教育的援助サービス」その
ものが十分に保障されているとはいえない14)のであ
る。そこで年数回であるが、学校心理士、臨床心理
士等の専門家を講師に、①生徒の自尊感情をどう育
てるか、②ストレスマネージメントと心の健康 ③
アサーションと傾聴 等について研修会を行って
いる。
生活共同体的性格を濃厚に持つ「学級」が生徒に
ある種の「息苦しさ」をもたらしている面は否めな
い（定時制生徒生活体験発表大会で、不登校経験生
徒はそのことを赤裸々に語っている）。しかし、生
徒の学校生活の基盤をなしているのは依然として
「学級」（ホームルーム）であり、本校の定時制では
そこが生徒の「居場所」として機能している。そう
いう意味でホームルーム担任のスキルアップをはか
り、「学級」（ホームルーム）を、教師も含めたあた
たかく豊かな人間関係が形成できる集団作りの
「場」としていくことは、生徒の自立能力を高める
「学級」（ホームルーム）づくりの第一歩である。
②各教科・科目での「学び直し」の実施
各教科・科目で、小・中学校の既習事項を再学習
するドリル教材等を作成し、国語は漢字、数学は計
算、理科は度量衡、英語は単語を中心に反復練習す
る。 検証と指導方法の改善のため、年回「生徒
による授業評価」を実施している。
③地域との交流、ボランティア活動の実施
地域との交流体験活動として、近隣地域の老人会
「川西みどり会」の人たちとのグラウンドゴルフ大
会、体育祭での綱引き・玉入れ競技、地域・保護者
も交えての陶芸教室を実施している。ボランティア
活動は、生徒会中心に、
月に年生、月に年
生が学校周辺の清掃、月は全校生で海水浴場と近
隣のゴミ拾いを実施している。
④インターンシップの実施
月に〜年生の生徒に対して、インターン
シップの希望調査をとり、生徒の希望や特性に応じ
てのインターンシップ計画し、参加を促している。
オ まとめ
「不登校解決の目標は社会的自立である」との認
識のもと、高等学校での生徒の自立能力を高める学
級の在り方について、特に不登校生徒対応に絞った
かたちで、平成22年度から実践研究を行い、不登校
生徒への支援に取り組んできた。生徒へも「まず学
校に来ること、次に授業を受けて学ぶこと、そして
学んだ成果を活かして自らの就職へと道筋をつけて
いくこと」を言い続けてきた。
その成果としては、まず（表	）のように、平成
22年度の実践研究開始以降、本校定時制に入学した
不登校経験生徒の85.3％が本校での学習を継続して
いる。この数値は、平成24年度の文部科学省「調査」
で「指導の結果登校する又はできるようになった生
徒」が、高等学校全日制で34.7％、定時制27.5％で
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14）中村豊「学校カウンセラーの機能に関する一考察」関西学院大学『教育学論究第
号』109頁
94％
H23.3月 H23.10月 H24.3月
授業満足度
※この数値はすべての教科の平均値である
H24.10月 H25年3月 H25年7月
(表）授業を肯定的に評価（｢良かった」｢まあまあ良かっ
た｣）と回答した生徒の割合
71％ 76％ 84％ 89％ 94％

7 12 5
割 合
17
平成22年度 平成23年度年 度 平成24年度 平成25年度
参加人数
不登校生徒
（表）インターンシップ参加人数
28.6％ 58.3％ 40.0％ 41.2％
  
8 5 9 34
残留率
平成22年度 平成23年度
※残留率：その年度に入学した生徒で現在も高校生活を送ってい
る生徒の割合
平成24年度年 度 平成25年度 合計
不登校生徒
途中退学者
（表）不登校経験生徒の学習継続率 平成26年月31日
現在
75.0％ 87.5％ 80.0％ 100％ 85.3％
3 1 1 0 5
12
あることに比べると顕著な成果であるといえる。こ
れは教師も含め「学級」（ホームルーム）を、少人
数であたたかく豊かな人間関係が形成できる集団作
りの「場」としている取組の成果であり、本校では
そこが生徒の「居場所」として機能しているからで
あると考えられる。また、インターンシップに参加
した不登校経験生徒の割合も、実践研究初年度（平
成22年度）は別として、在籍生徒数に占める不登校
経験生徒の割合を上回っており、不登校経験生徒の
自立能力の高めるのに一定の成果があったと思われ
る。しかし、一方で社会の経済情勢等に大きく影響
されるとはいえ、不登校経験生徒の正規就労（学校
推薦就職者）の割合はそれ以外の生徒よりも低く、
社会的自立（就労）にはまだたまだ課題が多いとい
わざるを得ない。
（）小学校における学級づくり
ア 小学校における学級づくりの在り方（基本的な
考え方）
小学校の教師の主たる職務は、①授業、②学級づ
くり（学級経営）、③生活指導（生徒指導）のつ
である。その中で子どもに関わる時間で一番多いの
が授業であり、学校教育の中心的な役割を果たして
しる。しかし、その授業で子どもたちが意欲を持っ
て、積極的に安定して学習に取り組めるためには、
日頃の教師と子どもたちの人間関係がきちんとでき
ていると同時に子どもたちの人間関係が安定し、お
互いに切磋琢磨し協同して事に当たれる学級である
ことが前提となる。そのことから、学級づくりがき
ちんとできているかが教師、特に担任にとって大切
なこととなる。そのために、現在の自分の学級の状
況をきちんと把握しておくことが重要であり、個々
の子どもの状況を観察や調査をとおしてしっかり把
握しておかなければならない。その上で、学級にあ
るいは個々の児童に応じた適切な対応をしていかな
ければならない。そこで、小学校における自立能力
を高める学級づくりについて考察することとした。
イ 自立能力を高める学級づくりを進めるために
①学級の状況について
小学校の学級は、年生を除いて40人である。教
師としては40人すべてが、理想的な行動をしてく
れ、学習にもしっかり取組、教師の意図をくみ取っ
た動きができる学級がある意味望んでいる学級かも
しれないが、現実にはむつかしい。なぜなのか、そ
こには 2-6-2 の法則15)があるというのである。その
法則のもとは、経済学者のパレートが経験に基づい
て発見した法則で、世の中は80対20の法則で動いて
いるという。特に仕事や経済でよく使用される。つ
まり、一般に経済において全体の数値の大部分は、
全体を構成する内の一部の要素が生み出していると
いうのである。例えば、故障の割は、部品の割
に原因があるから故障が起こらないように割のと
ころに努力を集中すべきだというのが、パレートの
法則で、いや故障の割が大事と説いたのがロング
テールの法則である。そこから派生した法則が
2-6-2 の法則である。人材育成といったシーンで多
用され、この法則は蟻に例えてよく話される。一般
的に蟻は働きものの印象が強いのだが、実際には
割程度の蟻はフラフラと遊んでいると言う。そこ
で、怠けものの蟻を集団から排除すると、怠けもの
不在で全員がせっせと働くかと思いきや、しばらく
すると残った蟻のやはり割程度がさぼり始めると
言われている。逆に、働きものの上位割の蟻だけ
をかき集めてつの集団をつくってみると、すごい
勢いで仕事をしそうなものだが、やはり時間ととも
に 2-6-2 が形成され、一部が怠けものに変身する。
つまり、「2-6-2 の法則」を朝会のネタに話をする
と、真剣に聴いてくれる人割、適当に効いている
人割、つまらなそうによそ見している人割とい
うのがおおよそ当たっている。これを基に考えると
40人の学級の子どもたち、一生懸命頑張る子あるい
は教師と感覚の会う子割、普通の子割、まあい
いやとだらだらしたり教師としっくりこない子
割、ということになる。子どもと同様保護者と教師
の関係も同様なのかもしれない。2-6-2 の法則が自
然発生的にあることを教師として認識して、それに
対しどう対応するかが重要になる。
②学級のどの部分に重点的に働きかけをすればよいか
基本的には、学級の全ての子どもに対し適切な働
きかけ、つまり人間関係をもたなければならない。
当たり前のことである。しかし、2-6-2 の法則から
下記のような状況が考えられることから、普通の子
の割を中心に働きかけをしなければならない。つ
まり、意図的・意識的に教師として声かけをするこ
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15）島賀陽正弘 必ず役立つ「○○の法則」事典 PHP文庫 2012年
とが大切である。
例えば、「通知表や歩み」でその子の特徴やよい
面を伸ばそうと記述する際に、書くことが思い浮か
ばなくて困るのが普通の子に属している子どもたち
である。何故なら学級の中で目立たないこと、そし
て教師との接触が少ないためである。となればこの
部分に教師としてはかなり意図的に働きかけを行わ
なければならない。そのことが、よりよい学級をつ
くっていくためのスタートなる。
③学級全体の状況をどう把握するか
個々の子どもたちを把握する方法としては、観察
（データの収集・解釈・働きかけ）、面接（質問・分
析・支援）、アンケート調査（質問、分析、対応）
などがある。また、子どもの状況を把握する方法に
ついて、ジョハリの窓のようにグラフモデルに表し
たのが、下記の図である。子どもについては、内
向的あるいは外向的といった性格やこんな場合には
たぶんこのような対応をするだろうと言った、子ど
もの性格や行動に関する仮説を抽出できるかあるい
は検証できるかの軸を横軸にとる。子どもが抱えて
いる問題点や課題が潜在化しているのかあるいは顕
著化しているのかを縦軸にとる。そこに観察、面
接、調査をあてはめたものが下記の図である。右上
が意識化し、言語化できるが、左下ほど無意識で言
語化できないことを示している。これからも分かる
ように、観察は観察する教師の力量を問われるし、
観察記録を定点的にきちんととること、その際の周
りの状況をしっかりつかむことが重要になる。しか
し、その子どもが抱える潜在的課題を的確につかめ
るという利点を持っている。
最近よく使われているのが、子どもたちの本音や
心の中を把握する心理テスト「Q−U｣16)である。
河村茂雄（早稲田大学）が開発したものである。こ
れは、学校生活における子どもの意欲や満足感、お
よび学級集団の状態を質問紙によって測定するもの
である。アンケートの尺度は、「学級満足度尺度」
クラスに居場所があるか（承認尺度）、いじめなど
の侵害行為を受けていないか（侵害尺度）を調べ、
不登校や学級崩壊を防ぐ方策を得ることができるも
のである。もう一つが「学校生活意欲尺度」で、友
人や学級との関係、学習意欲などの面で子どもがど
のような考えを持っているかを知ることができるも
のである。この調査によって、平素の観察では、気
付かない子どもの状態を発見できるとともに、学級
の状態を視覚的に把握できるという利点がある。し
かし、単にこの結果をうのみにするのでなく、この
ような側面がある、学級はこのような状態だという
視点のつとして活用することが大切である。
④具体的な働きかけについて
では、どんな働きかけをする必要があるのか。そ
れによってクラス全体が 2-6-2 の状態から、8：2
という割合になることが理想ではないか。ただ学級
という集団は、子どもたちの意思で集団をつくった
ものでないし、あるリーダーのもとに集まったもの
でもない。そこで、重要なのが子どもを指導・支援
する教師の役割である。子ども一人一人にしっかり
と暖かい「まなざし」を向けられるかである。
「子どもの自立能力を高める学級づくりの研究」
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16）河村茂雄 「学級づくりのための Q−U入門」 教育図書 2006年
注意されたり、し
かられたりすること
もほとんどなく、子
ども自体からもあま
り教師に働きかけを
しない。
また、ほめられた
り、中心的な役割を
任されたりすること
もあまりないため、
班長や学級のまとめ
役の言うとおりに比
較的行動しているこ
とが多い。
学級のリーダー的
な役割をはたした
り、班のまとめ役を
果たしたりで、教師
との関わりが多くあ
る。
よく注意され、教
師もいろんな場面で
気になる存在になっ
ている。
一生懸命に頑張る子
（割）
普通の子：特に目
立ってということが
なく可もなく不可も
ない状況（割）
あまり熱心でない子
（割）
（図）子どもたちを把握する方法としてのグラフモデル
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1964年教育現場で行われた実験がある。ハーバー
ド式突発性学習能力予測テストと名付けられた普通
の知能テストを行い、学級担任に今後数か月の間に
成績が伸びる学習者を割り出すための検査であると
説明した。実際のところ検査には何の意味もなく、
実験者は検査の結果とは何の関係もなく無作為に選
んだ子どもの名簿を学級担任にみせて、この名簿に
記載されている子どもたちが今後数か月間の間に成
績が伸びる子どもと伝えられた。学級担任はそのこ
とによって、子どもたちの成績が向上するという期
待を込めて、その子どもたちを見ていた。すると確
かに成績が向上していったというのである。これ
が、ピグマリオン効果といわれるもので、成績が向
上した原因としては、学級担任が子どもに対して期
待のこもった「まなざし」を向けたこと。さらに、
子どもたちも期待されていることを意識するため
に、成績が向上したと主張している。この実験につ
いては、その方法をめぐっても、またその効果につ
いてもさまざまな批判もあるが、教育に携わる者の
心得として、ハワード・ベーカーによって提唱され
たラべリング理論的な考え方をするのではなく、子
どもが伸びていくんだ、よりよくなるんだと一人一
人の子どもの良い面を伸ばしてやるんだという「ま
なざし」の大切さを示している17)。
⑤子どもたちへの「まなざし」とは
子どもたちへのまなざしにはつの面がある。
つは精神的な支えになる面、もうつは知的な面に
対する期待感である。まずつ目であるが、神聖
ローマ帝国のフリードリヒ世は「どうして子ども
は言葉を話せるようになるのか？」という疑問を解
決すべく、全国から生まれたばかりの孤児を集めて
ベビーシッターにある条件を付けさせて世話をさせ
た。①赤ちゃんに声をかけてはいけない。②笑顔を
みせてはいけない（無表情で接する）。③赤ちゃん
が声を発しても答えてはいけない。つまり喜怒哀楽
を見せず、ノーリアクションで接したのである。そ
の結果「赤ちゃんたちは皆死んでしまった」のであ
る。何語を話すかとかでなく、人間愛情がなくては
育たないことを示したのである。同様に、エドワー
ド・トロニック（マサ−セッツ州立大学ボストン校）
の実験で、最初は赤ちゃんに対して表情豊かに触れ
合いながら、赤ちゃんの行動に対して反応して接す
るお母さん。お母さんに相手してもらえて上機嫌な
赤ちゃん。それが一転してお母さんが無表情に、無
反応になり、触れ合うことをしなくなる。そうなる
と赤ちゃんはどうなるのかという実験をおこなっ
た。別人のように変わってしまったお母さん。なん
とかコミュニケーションを取ろうとする赤ちゃん。
しかし、お母さんは一切反応せず。赤ちゃんは次第
に落ち着きがなくなり、奇声を発し、赤ちゃんはと
うとう泣きだしてしまう。お母さんは赤ちゃんが上
機嫌な時から、大体〜分ほど無反応でいただけ
なのに、赤ちゃんにとっては、耐えられないストレ
スになってしまった。このように、小学校であって
も教師が個々の子どもたちに表情豊かに、たくさん
の会話をしながら、愛情いっぱいに接することは本
当に大事なことなのである。次にもう一つの知的な
面であるが、「分からないこと」を「分からない」
と言える学級であり、それを教師も学級の全員が認
め励まし合える雰囲気があるかということである。
例えば、宇治芳雄（出版社「悠飛社」）は、社員に「質
問に対する答えは三種類しかない」それは、「イエ
ス」「ノー」「分かりません」の三種類である。自分
の知識や経験から自信を持って肯定できるときは
「イエス」、同様に自信を持って否定できる時には
「ノー」、それ以外はすべて「分かりません」のはず
だ。今は情報化時代だから世の中分からないことだ
らけである。従って、分からないことがたくさん
あって当然なのだと。だから、小学生は、今学習し
ている最中ですから分からない、知らないことが
いっぱいあって当然なのである。それなのに「分か
りません」というのは恥だと思って「……だと思い
ます。」と答えるこれが一番いけないことだと、宇
治芳雄は言う。小学生からこの癖をつけてしまうと
「…だと思います。と答えているうちは、自分で分
かったつもりになって調べようとしなくなる。｣18)自
分で分かったつもりになって、思考が中断する。確
かに分からないと答えることが、学校の中で恥ずか
しい、あるいは周りの子どもから冷やかされるそん
な雰囲気が学級にあっては、どうしようもない。そ
の結果しばしば間違ったことが、正しいものとして
インプットされてしまうのである。せっかく正しい
ことを調べて知るチャンスだったのに、それを自ら
捨てて誤ったことを覚え込んでしまう。「分かりま
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17）松波晴人 「行動観察の基本」 ダイヤモンド社 2013年
18）上前 淳一郎 読むクスリ 26 文春文庫 1999年
せん」と率直に答えた場合には、そこから思考が始
まりいろんなことを調べていくうちにいろんなこと
を学ぶ。「分からないことを分からない」と言える
学級、それを支える教師の暖かいまなざしが大切な
のだ。そのような学級になると、25÷＝という算
数の問題を解答していると、答えは	…で、みん
な納得しているが。先生人掛けの長いすに25人が
座ると
脚の長いすが必要。この答えのように最後
の脚に人だけ座るのはかわいそうだから、
脚
の長いすに
人ずつ座るといいね。算数の答えとは
違うけどみんな仲良く長いすに座れてよかった。と
いうようなやりとりができる学級になる。
ウ まとめ
小学校において、自立能力の高い学級を形成する
ためには、教師が全ての子どもに事細かくかかわる
ことができればよいのだが、なかなか難しいことで
ある。そこで、中間層の子どもたちに力点をおきな
がら、日頃目立たない子どもたちに、あなたたちの
ことはしっかり支えられるよう、また様子をしっか
り見ているから安心して学校生活を送ってと言った
サインとなる「まなざし」を子どもたちに送ること
が大切である。その上、学級全体が前に向かって前
進し、協働でいろんなことに挑戦できる学級集団の
形成を教師が支援することである。そのために、観
察や面接、調査をとおして詳細に個々の様子や学級
の状況を把握し、課題があれば早急に適切な処置を
施すことが必要。そして、山本五十六が言った、人
を育てるためには、「やって見せて、言って聞かせ
て、やらせて見て、ほめてやらねば人は動かず。話
し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらねば人は育
たず。やっている、姿を感謝で見守って、信頼せね
ば人は実らず。」を大切にしたいものである。
おわりに
子どもの自立能力を高める学級づくりについてい
えることは、まず教師と児童生徒との関わりかたで
ある。児童生徒の長所を見抜き、短所を修正しなが
ら長所をより一層伸ばしていこうとする熱意が教師
になければならない。そのことで、児童生徒が自信
を持ち自尊心や自己有用感を高めることができ、自
分自身で伸びていくことができるのである。そのた
めの下支えをするのが教師であり、個々を支える学
級づくりをすることで、個々が学級の中で生き生き
と学び成果を上げ自らの未来を切り拓いていけるの
である。今回の研究は、教師が児童生徒を信頼し、
児童生徒が自ら考え、行動し、学級の友と切磋琢磨
しながら自己開発ができる学級づくりを進めていく
ための一つの提案としたい。
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